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第６次地球環境概況 GEO6 のご紹介

GEO-6 の概要

GEO-6 は、「健全な地球、健康な人々」
のテーマの下、政策決定者やすべて
の関係者に確かな証拠に基づいた環
境情報を提供すること、そして、持
続可能な開発のための 2030 アジェ
ンダ、国際的に合意された環境目標
や多国間環境協定の達成を支援する
ために作成されている。最近の科学
的情報とデータを評価し、現在と過
去の環境政策を分析し、2050 年ま
でに持続可能な開発を達成するため
の将来の選択肢を特定している。

このなかで、すべての国と地域にお
ける政策努力にもかかわらず、地球
環境の全体的な状況は GEO の初版
以降悪化し続けているとしている。
多くの国で持続可能でない生産と消
費、さらには気候変動など様々な要
因によって妨げられており、世界中
に広がった持続可能でない人間活動
が、地球の生態系を悪化させ、社会
の生態学的な基盤を危険にさらして
いると結論付けている。

GEO-6 の関連報告書

GEO-6 の関連報告書には、大きく分
けて地域アセスメント、テーマ別ア
セスメント、特別報告書がある。

地域アセスメントに関しては、アフ
リカ、アジア太平洋、ラテンアメ
リカ・カリブ諸国、北アメリカ、西
アジア、汎ヨーロッパの 6 報告書が
2016 年に、GEO-6 本体に先立ち出
版された。それぞれの地域における
環境に関する優先事項、現状と傾向、
政策、新たな課題、今後の展望につ
いて分析を行っている。

テーマ別アセスメントについては、
地球ジェンダー環境概況 (Global 
Gender and Environment Outlook: 
GGEO) が 2016 年に、また地球小島
嶼国環境概況 (GEO SIDS) が 2014 年
に、それぞれ出版されている。

特別報告書としては、政策決定者向
け要約 (Summary for Policymakers)
が作成されており、その和訳は地球
環境戦略研究機関 (IGES) が行い公
開されている。また、ユース、ビ
ジネス、自治体それぞれに向けた
GEO-6が現在編纂中だ。さらに、ユー
スについては一部地域版、ビジネス
についてはアジア太平洋の産業版も
編纂されている（コラム）。

地球環境概況 (Global Environment Outlook: GEO) は、UNEP のフラッグシップ
ドキュメントである。加盟国からのリクエストに基づき、第一版が 1997 年に出
版された。その後も 1999 年に GEO-2000、2002 年に GEO-3、2007 年に GEO-
4、2012 年に GEO-5、そして 2019 年に GEO-6 が出版された。統合型環境評価
(Integrated Environmental Assessment: IEA) の手法に基づき、国際的な編集者
や執筆者、校正者のネットワークにより執筆されている。
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【コラム：GEO-6 特別報告書一部紹介】

● GEO-6 for Youth
ユースによるユースのためのドキュメント。GEO-6 の内容を含
みつつも、「インフルエンサー」に関する記載など、ユース目線
で重要と思われる事項を新しく取り入れて作成されている。今
年中に出版される予定である。
　● GEO for Youth Asia-Pacific
上記 GEO-6 for Youth が世界中のユースを
対象にしている点、こちらはアジア太平洋
地域のユースを対象にしている。日本の著
名なユースへのインタビュー動画なども含
み、幅広い年齢層向けにわかりやすい内容
となっている。なお、視覚障がい者を対象
としたアクセシブル版と、和訳版が日本の
ユースにより作成される予定である。
　● GEO-6 for Industry for Asia-Pacific
産業分野において環境や社会的配慮がしかるべく実施されるよ
う、産業界、政府、消費者等が対話を促進し行動を促進するこ
とを目的に作成されている。産業による環境への影響、グリー
ン産業化への道筋、技術選択、ライフスタイルの変化等につい
て分析している。
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